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忍
野
村
は
、
山
梨
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、

南
西
に
壮
大
な
富
士
山
を
仰
ぎ
、
北
に
杓
子

山
、
東
に
石
割
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
、
標

高
は
９
３
６
ｍ
の
高
冷
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
に
あ
る
、
両
美
術
館
は
平
成
16
年

に
オ
ー
プ
ン
し
今
年
で
開
館
15
周
年
を
迎
え

ま
す
。
写
真
美
術
館
の
岡
田
紅
陽
が
忍
野
村

に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
、
１
９
１
６
年
の

こ
と
。
雄
大
な
「
忍
野
富
士
」
と
対
面
し
、

そ
の
魅
力
に
感
動
し
て
以
来
、
生
涯
を
富
士

山
の
撮
影
に
捧
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
手
紙

美
術
館
の
絵
手
紙
創
始
者・小
池
邦
夫
は
、「
一

人
の
心
を
感
動
さ
せ
る
手
紙
は
万
人
を
も
動

か
す
」
と
い
う
信
念
の
下
、
１
枚
の
は
が
き

の
中
に
詩
・
書
・
画
、
三
位
一
体
の
表
現
世

界
を
作
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
開
館
15
周
年
を
記
念
し
て
写
真

美
術
館
で
は
、
令
和
２
年
２
月
22
日
（
土
）

か
ら
３
月
26
日
（
木
）
ま
で
紅
陽
の
作
品
の

中
か
ら
15
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
展
示

す
る
紅
陽
展
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
小
池

邦
夫
絵
手
紙
美
術
館
で
は
、
令
和
元
年
10
月

17
日
（
木
）
か
ら
令
和
２
年
１
月
５
日
（
日
）

ま
で
全
国
か
ら
絵
手
紙
を
公
募
し
た
絵
手
紙

展
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

VO
L.46  Septem

ber. 2019  m
achijim

an

■
表
紙
写
真
　山
中
湖
花
の
都
公
園
秋
の
彩
り
　

　 

山
中
湖
村
の
秋
、
花
の
都
公
園
の
雄
大
な
敷
地
に
は
、
コ

ス
モ
ス
や
黄
花
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
誇
り
、
富
士
山
と
の
共
演
が

楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
10
月
中
旬
か
ら
は
紅
葉
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
収
穫
フ
ェ
ア
で
は
「
さ
つ
ま
い
も
ほ
う
と
う
」

や
「
さ
つ
ま
い
も
ソ
フ
ト
」
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
山
中
湖
村
で
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
つ
つ
、
富
士
山
と
花
々
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
山
中
湖
村
提
供
】

南アルプス市市町村リレー04

特集1 山梨県の空き家対策について09
特集2 良好な住環境と地域の活力向上を目指して12
特集3  「快適で潤いのある生活を送れるまちづくり」を目指して14
特集4 安心して暮らせる地域の実現に向けて16
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特集6 安全安心で地域が輝くまちづくり20

地方創生とまちづくり 
国土交通省道路局道路交通管理課長　
  岸川 仁和

苦言提言22 シリーズ
ま・ち・自・慢

Oshino-Village

忍野村
開館15周年 
岡田紅陽写真美術館・小池邦夫絵手紙美術館

お問い合わせ先
〒401-0511　山梨県南都留郡忍野村忍草2838-1
TEL  0555－84－3222
FAX  0555－84－3320

河口湖駅

河口湖 IC
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富士山駅

忍野入口

さかな
公園

コンビニ

忍野八海

道の駅
富士吉田

中央自動車道 至大月
富士急行線

鐘山
体育館

東富士五湖道路

138

岡田紅陽写真美術館
小池郁夫絵手紙美術館

HPアドレス：http://shikinomori.webcrow.jp/index.html
詳細についてはホームページをご覧ください。
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中
央
市
は
、
県
都
甲
府
市
に
隣
接
し
、
市
名
の
と
お
り

山
梨
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
富

士
川
水
系
に
属
す
る
釜
無
川
、
笛
吹
川
が
流
れ
、
豊
富
な

水
と
肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
水
稲
の
ほ
か
、

ト
マ
ト
や
な
す
、
き
ゅ
う
り
な
ど
多
く
の
野
菜
が
栽
培
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
山
間
地
域
の
豊
富
地
区
で
は
桃
や
ス
モ

モ
と
い
っ
た
果
樹
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
市
は
農

業
が
盛
ん
な
市
と
い
え
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
優
れ
た
都
市
機
能
を
併
せ
持
ち
、
田
富

地
区
の
甲
府
リ
バ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
や
玉
穂
地
区
の
医
大

南
部
土
地
区
画
整
理
地
と
い
っ
た
大
規
模
住
宅
地
の
周
辺

に
は
大
型
商
業
施
設
が
集
ま
り
、
利
便
性
の
高
い
住
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
交
通
面
で
は
中
央
自
動
車
道
甲
府
南
I
C

や
中
部
横
断
道
南
ア
ル
プ
ス
I
C
に
程
近
く
、
ま
た
、

市
内
に
は
新
山
梨
環
状
道
路
や
J
R
身
延
線
が
通
る
ほ

か
、
2
0
2
7
年
に
開
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
沿
線
と
な
る
な
ど
、
県
内
で
も
有
数
の

交
通
の
要
衝
で
す
。

　
本
市
は
、
豊
か
な
緑
や
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
環
境

と
快
適
な
都
市
空
間
が
調
和
し
た
、
住
み
や
す
い
と
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
人
口
減

少
の
流
れ
は
本
市
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
の
ま
ま
人
口
減

少
が
進
め
ば
、
活
力
あ
る
ま
ち
の
維
持
が
難
し
く
な
る
こ

と
か
ら
、
平
成
28
年
3
月
に
「
中
央
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
中
央
市
の
強
み
を
最

大
限
に
活
か
し
て
、
さ
ら
な
る
住
み
よ
さ
を
目
指
し
、「
住

ん
で
良
か
っ
た
」「
住
み
た
く
な
る
」
ま
ち
を
実
現
す
る

こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
ま
ち
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
本
総
合
戦
略
で
は
、
本
市
の
人
口
動
態
の
特
徴
で
あ
る

20
代
か
ら
30
代
の
転
出
超
過
を
食
い
止
め
る
た
め
、
若
い

世
代
が
子
育
て
を
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指

「
実
り
豊
か
な
生
活
文
化
都
市
」

　
　
　
　
　
　
　
実
現
を
目
指
し
て

田
中 

久
雄 

中
央
市
長

田中 久雄  （中央市長）

昭和23年1月2日生まれ（71歳）
昭和40年4月	 1日	 田富村役場奉職
平成14年9月	21日	 田富町教育長就任
平成18年4月	 9日	 中央市長就任
現在4期目の市政を担う

PROFILE

市の名所　「山の神千本桜」
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し
て
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
の
子

育
て
サ
ー
ビ
ス
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と
活
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
の
新
た
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
子
育
て
関
連
の
情
報
を
ま
と
め
た

「
中
央
市
子
育
て
サ
イ
ト
」、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
者
向

け
の
ア
プ
リ
「
ち
ゅ
う
お
う
し
子
育
て
ア
プ
リ
」
を
始
め

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
本
市
に
新
居
を
構
え

て
定
住
す
る
若
者
世
帯
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
「
中
央
市

若
者
世
帯
定
住
奨
励
金
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
教
育
の
分
野
に
お
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
が
給
食
の
時

間
を
安
全
に
安
心
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
今
年

7
月
に
「
中
央
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
ま
し

た
。
よ
り
衛
生
的
に
調
理
が
出
来
る
よ
う
ド
ラ
イ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
・
生
徒
が
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
専
用
調
理
室

を
設
置
し
除
去
食
に
対
応
し
た
ほ
か
、
調
理
作
業
を
見
学

で
き
る
機
能
や
災
害
時
の
炊
き
出
し
に
対
応
で
き
る
機
能

な
ど
、
中
央
市
の
食
育
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
の
体
系
的
な
見
直
し
を
図
り
、
市
役

所
庁
舎
の
統
合
を
行
い
ま
し
た
。
本
市
は
平
成
18
年
に
玉

穂
町
、
田
富
町
、
豊
富
村
の
2
町
1
村
が
合
併
し
、
県
内

13
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
市
役
所
庁
舎
に

つ
い
て
は
、
旧
町
村
の
3
庁
舎
を
利
用
し
た
分
庁
方
式
を

暫
定
的
に
採
用
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
新
た
な

庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
市
庁
舎
整
備
市
民
検
討
委
員
会
か

ら
「
1
本
庁
舎
2
支
所
体
制
」
と
す
る
提
言
を
い
た
だ
い

た
こ
と
か
ら
整
備
の
検
討
を
進
め
、
今
年
5
月
に
、
市
役

所
本
館
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
市
役
所
本
館
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
市
民
の
利
便
性
に
充
分
配
慮

し
、最
良
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
自
然
災
害
に
強
く
市
民
の
安
心
安
全
を
支
え
る
拠

点
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
が
計
画
の
最
終
年
度

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
第
2
次
中
央
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
に
加
え
て
、
さ

ら
な
る
地
方
創
生
に
向
け
た
戦
略
的
な
事
業
展
開
を
推
進

し
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
ま
ち
を
維
持
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
合
併
時
に
ま
ち
の
将
来
像
を
「
実
り
豊
か
な

生
活
文
化
都
市
」
と
掲
げ
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
平
成
30
年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
第
2
次

中
央
市
長
期
総
合
計
画
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
に
地
を
耕

し
、種
を
植
え
、結
実
さ
せ
た
多
く
の
「
実
り
」
を
「
豊
か
」

に
育
む
と
き
と
位
置
づ
け
、こ
の
将
来
像
を
引
き
継
い
で
、

さ
ら
に
中
央
市
の
良
さ
を
よ
り
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

着
実
に
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中央市上空からの市内全域と富士山

市役所本館
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１ 

は
じ
め
に

　

南
ア
ル
プ
ス
市
は
、
山
梨
県
の
西
部
、
南

ア
ル
プ
ス
山
麓
に
位
置
す
る
緑
豊
か
な
人
口

7
0
,8
2
8
人
（
平
成
27
年
国
勢
調
査
）
の

ま
ち
で
、
平
成
15
年
４
月
１
日
に
、
八
田
村
、

白
根
町
、
芦
安
村
、
若
草
町
、
櫛
形
町
、
甲

西
町
の
４
町
2
村
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。

総
面
積
は
2
6
４
・
14
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

山
梨
県
の
面
積
の
約
5
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。
冬
は
寒
さ
が
厳
し
く
、
夏

は
気
温
が
高
い
と
い
う
盆
地
特
有
の
内
陸
性

気
候
で
す
。

　

本
市
を
特
色
づ
け
る
の
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
南
ア
ル
プ
ス
の
存
在
と
そ
の
周
辺
の
山

地
に
な
り
ま
す
。
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
北
岳
」
は
、
富
士
山
に
次
い
で

日
本
第
2
位
の
高
峰
で
あ
り
、
そ
の
頂
上
は

他
の
自
治
体
と
接
し
て
い
ま
せ
ん
。
北
岳
と

連
な
る
間
ノ
岳
、
農
鳥
岳
、
仙
丈
ヶ
岳
な
ど

3
,0
0
0
ｍ
級
の
山
々
は
本
市
の
大
き
な
財

自
然
と
文
化
が
調
和
し
た

　
　
　
　
幸
せ
創
造
都
市 

南
ア
ル
プ
ス

高山植物が咲き誇る山々
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産
で
す
。

　

ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
か
ら
流
れ
出
る
御
勅

使
川
、
滝
沢
川
、
坪
川
の
三
つ
の
水
系
沿
い

に
は
生
活
圏
域
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

街
地
や
集
落
の
間
に
は
果
樹
園
地
帯
が
広
が

り
、
本
市
特
産
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
桃
、
す
も
も
、

ぶ
ど
う
、
柿
な
ど
の
果
物
が
四
季
折
々
に
生

産
さ
れ
、
フ
ル
ー
ツ
王
国
や
ま
な
し
の
一
翼

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

２ 

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　

本
市
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
南
ア
ル
プ
ス

は
、
太
平
洋
側
の
気
候
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
か
ら
、
夏
は
雨
量
が
多
く
、
冬
は
積
雪
が

少
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
森
林
限
界
が
高
く
、
山
頂
付
近
に
は
固

有
種
を
含
め
た
高
山
植
物
の
お
花
畑
が
広
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
植
生
豊
か
な
南
ア
ル
プ
ス
に

は
特
別
天
然
記
念
物
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
や
ニ
ホ

ン
カ
モ
シ
カ
が
生
息
し
、
鳥
獣
保
護
区
も
広

大
な
面
積
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
動
植
物
を
含
め
た
、

豊
か
な
自
然
は
南
ア
ル
プ
ス
の
大
き
な
特
徴

で
あ
り
、
平
成
26
年
6
月
に
は
、
山
梨
県
、

長
野
県
、
静
岡
県
の
3
県
10
市
町
村
に
ま
た

が
る
南
ア
ル
プ
ス
地
域
が
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
（
生
態
圏
保
有
地
域
）
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、
自

然
と
人
間
社
会
の
共
生
が
で
き
て
い
る
モ
デ

ル
的
な
地
域
で
、
地
域
の
豊
か
な
生
態
系
や

生
物
多
様
性
を
保
全
し
、
自
然
に
学
ぶ
と
と

も
に
、
文
化
的
に
も
経
済
・
社
会
的
に
も
持

続
可
能
な
発
展
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
核
心
地
域
、

緩
衝
地
域
、
移
行
地
域
の
3
つ
の
ゾ
ー
ン
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
シ
ン
ボ
ル

「
北
岳
」
周
辺
は
、
厳
格
に
自
然
を
保
護
す
る

核
心
地
域
に
位
置
付
け
ら
れ
、
拠
点
施
設
で

あ
る
芦
安
山
岳
館
で
は
、
10
市
町
村
の
情
報

発
信
と
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
環
境
に
関
す
る

企
画
展
な
ど
を
開
催
し
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
緩
衝
地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
櫛

形
山
に
位
置
す
る
「
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
」
は

昨
年
4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、

学
術
調
査
や
環
境
教
育
活
動
の
ほ
か
自
然
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
大
自
然
の

魅
力
を
五
感
で
体
験
で
き
る
「
楽
し
み
の
学

び
エ
リ
ア
」
と
し
て
、
多
く
の
方
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

３ 

子
育
て
す
る
な
ら
南
ア
ル
プ
ス
市

　
「
子
育
て
す
る
な
ら
南
ア
ル
プ
ス
市
」
を
目

指
し
、
多
種
多
様
な
施
策
・
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
・
産
後
の
支
援
と
し
て
、
不

妊
治
療
費
や
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
利
用

費
の
助
成
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
無
料
貸
出
、
新
生
児
お
む
つ
代
の

支
給
、
さ
ら
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
化
、
多
子
世
帯

南アルプスはライチョウ生息地の世界の
南限である

今、最も旬なシャインマスカット

様々なアクティビティを楽しめる伊奈ヶ湖周辺
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待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、本
年
5
月
18
日
に
は
、市
の
歴
史
、

文
化
を
次
代
に
伝
え
る
拠
点
施
設
で
あ
る
「
ふ

る
さ
と
文
化
伝
承
館
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
土
偶
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
全
国
ど
ぐ
キ
ャ
ラ
総
選
挙
で
優
勝
し
た

「
子
宝
の
女
神　

ラ
ヴ
ィ
」
の
モ
チ
ー
フ
で

あ
る
重
要
文
化
財
「
鋳
物
師
屋
遺
跡
出
土
品
」

の
展
示
や
、「
御
勅
使
川
旧
堤
防
」
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
前
述
の
「
ふ
る

さ
と
教
育
」
の
場
と
し
て
、
歴
史
文
化
の
発

信
拠
点
施
設
と
な
る
よ
う
大
規
模
改
修
を
行

い
、
文
化
伝
承
の
一
翼
を
担
う
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

５ 

小
中
一
貫
教
育
へ
の
取
り
組
み

　

本
市
で
は
昨
年
度
、教
育
、学
術
及
び
文
化

の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

そ
の
目
標
や
施
策
の
根
拠
と
な
る
方
針
を
定

め
た「
第
2
次
南
ア
ル
プ
ス
市
教
育
大
綱
」を

策
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
の
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
、義
務

教
育
機
関
の
9
年
間
を
通
じ
た
学
習
指
導
の

継
続
性
や
生
活
指
導
の
一
貫
性
を
効
果
的
に

保
つ
た
め
、小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。今
年
度
か
ら
八
田
小
学
校
と
八
田
中
学

校
、芦
安
小
学
校
と
芦
安
中
学
校
で
小
中
一
貫

教
育
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。市
内
公
立
小

中
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
よ
り
良
い
育

ち
と
学
び
を
支
え
る
た
め
、ス
タ
ー
ト
し
た
2

つ
の
小
中
一
貫
校
で
の
成
果
と
課
題
を
分
析

や
南
ア
ル
プ
ス
市
の
山
々
を
舞
台
に
し
た
自

然
体
験
活
動
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
わ
か
り
や
す
い
内
容
の
社

会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
南
ア
ル
プ
ス

市
」
を
作
成
し
、
小
学
校
3
・
4
年
生
の
学

習
で
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
ふ
る
さ
と
〇ま
る

〇ま
る

博
物
館
事
業
」
に
取
り
組
み
、
従
来
か
ら

知
ら
れ
て
い
る
文
化
財
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
に
眠
っ
て
い
る
様
々
な
歴
史
的
・
文
化
的

資
源
を
市
民
協
働
で
掘
り
起
こ
し
、
こ
れ
に

新
た
な
価
値
を
付
け
、
展
示
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
歴
史
的
・

文
化
的
資
源
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
人
づ

く
り
」
に
活
用
で
き
る
資
産
に
な
り
、
市
民

が
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
を

誇
る
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

に
お
け
る
保
育
料
の
第
2
子
半
額
、
第
3
子

以
降
無
料
化
の
完
全
実
施
に
加
え
て
、
児
童

生
徒
の
安
全
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、

小
中
学
校
の
大
規
模
改
修
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
整
備
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
子
育
て
を
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
更
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
病
児
保

育
施
設
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
県
内
全
市
町
村
で
の
協
定
締
結
に
よ

り
、
市
外
の
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
広

域
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
よ
り
細
や
か
な
子
育
て
支
援
と
し
て
、

11
月
か
ら
の
開
所
を
目
指
し
、
民
間
の
医
療

機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
市
内
に
病
児
保

育
専
用
施
設
を
整
備
し
、
子
育
て
と
就
労
の

両
立
が
さ
ら
に
し
や
す
く
な
る
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。

４ 

ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

地
域
の
自
然
を
守
り
、
ふ
る
さ
と
の
文
化

や
伝
統
を
継
承
し
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
が
、

こ
の
地
域
の
豊
か
さ
を
守
り
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
本
市

で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
全
て
の
人
々

が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
南
ア
ル
プ
ス
市
を
創

る
人
、
南
ア
ル
プ
ス
市
と
つ
な
が
り
続
け
る

心
を
持
つ
人
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
「
ふ

る
さ
と
教
育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
南
ア
ル
プ
ス
市
を
愛
す
る
心
を

育
て
る
た
め
、
小
中
学
校
で
は
本
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
「
小
笠
原
流
礼
法
」
の
体
験
活
動

市町村リレー

鋳物師屋遺跡出土品と「子宝の女神　ラヴィ」
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速
交
通
網
を
持
つ
地
域
で
あ
り
、
限
り
な
い

可
能
性
を
秘
め
た
エ
リ
ア
で
す
。

　

本
市
は
、
県
都
甲
府
市
か
ら
自
動
車
で
約

30
分
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
ま
す
が
、
首
都
圏

や
長
野
県
か
ら
は
、
中
央
自
動
車
道
を
経
て

市
内
に
あ
る
中
部
横
断
自
動
車
道
の
白
根

I
C
や
南
ア
ル
プ
ス
I
C
を
利
用
す
る
と
大

変
便
利
で
す
。
ま
た
、
令
和
2
年
度
に
中
部

横
断
自
動
車
道
が
全
線
開
通
す
る
と
、
静
岡

県
清
水
港
か
ら
の
時
間
的
距
離
が
飛
躍
的
に

短
縮
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
2
0
2
7
年
に

は
東
京
|
名
古
屋
間
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
開
業
が
予
定
さ
れ
、
新
山
梨
環
状
道
路
を

経
由
す
れ
ば
リ
ニ
ア
駅
の
建
設
予
定
地
へ
も

数
分
と
い
う
好
条
件
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
優
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し
、
人
の
交
流

や
物
流
が
活
発
と
な
る
よ
う
「
新
た
な
産
業

拠
点
の
創
出
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

８ 

お
わ
り
に

　

南
ア
ル
プ
ス
市
は
、
北
岳
を
代
表
と
す
る

南
ア
ル
プ
ス
の
麓
に
広
が
る
豊
か
な
自
然
や

四
季
折
々
の
味
覚
が
楽
し
め
る
特
産
の
果
実

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
中
部
横
断
自

動
車
道
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
可
能
性
は
さ
ら
に

高
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
好
機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
自
然
と
共

生
す
る
持
続
可
能
な
理
想
郷
を
目
指
し
、
今

後
も
効
果
的
な
施
策
・
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

し
、今
後
も
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

６ 

健
康
・
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
で
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
企
業
・

団
体
・
農
協
・
商
工
会
・
地
域
な
ど
が
一
つ
に

な
っ
て
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
、
そ
し
て
健
康

か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
「
幸
せ
実
感
！
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康

リ
ー
グ
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

健
康
リ
ー
グ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ

る
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
は
、
市
の
健
診

（
総
合
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
等
）
や
生
活
習

慣
病
予
防
教
室
、
生
涯
学
習
教
室
、
ま
ち
あ

る
き
な
ど
の
健
康
リ
ー
グ
協
賛
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
と
、
市
商
工
会
が
発
行
す
る
「
ア

ル
ピ
ー
カ
ー
ド
」
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
で
き

る
「
ア
ル
ピ
ー
ポ
イ
ン
ト
引
換
券
」
が
発
券

さ
れ
、
ポ
イ
ン
ト
が
満
点
に
な
る
と
、
ア
ル

ピ
ー
カ
ー
ド
加
盟
店
で
5
0
0
円
分
の
利
用

が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
企
業
・
団
体
、
地
域
等
の
グ

ル
ー
プ
で
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
む
事
業
を
提
案
、
実
施
す
る
と
、

市
か
ら
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
各
種

団
体
が
一
体
と
な
り
、
市
民
各
自
の
健
康
に

対
す
る
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て

は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
地
域
で
元
気
に
暮
ら

す
こ
と
、
そ
れ
自
体
が
「
社
会
貢
献
」
で
あ

り
、
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
個
人
と
社

会
の
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
（
生
き
が

い
、
豊
か
な
生
活
、
医
療
費
の
抑
制
な
ど
）

が
あ
り
ま
す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
は
山
梨
県
内
の
市
町
村
と

し
て
は
初
め
て
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
（
身
体
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
状
態
を
「
健
幸
」

と
定
義
し
、
歩
く
こ
と
を
基
本
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
研
究
会
）
に
加
盟
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
地
域
の
担
い
手
で
あ
る
市
民

が
、
健
康
を
通
じ
て
主
体
的
に
健
康
維
持
・

社
会
参
加
す
る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

７ 

恵
ま
れ
た
道
路
交
通
網
を
活
か
し
て

　

南
ア
ル
プ
ス
市
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道

と
新
山
梨
環
状
道
路
が
交
差
す
る
優
れ
た
高

市内各地で様々な団体が健康リーグに取り組んでいる


